
月号

徳永 靖幸

2023.10.1 Vol.1745 10

2023年度運動方針決定、第158回定期大会
次期参院選、「もりやたかし」組織内候補
選挙闘争方針（案）決定、第12中
九州地連第79回定期大会

1面

1面

1面
分会トピックス

（線路技術・電気・筑紫工場・柳川乗務）
2面

2面 福岡市議との政策・制度要求意見交換会
1面 ヤングカーニバルin沖縄2023

９
月
11
日
、
組
合
本
部
に
お
い

て
、
２
０
２
２
年
度
最
後
と
な
る
第

11
回
中
央
委
員
会
を
開
催
し
、
55
名

が
出
席
。
報
告
事
項
31
件
、
承
認
事

項
５
件
、
審
議
事
項
で
は
４
号
議
案

︿
第
27
回
参
議
院
議
員
比
例
代
表
選

挙
「
も
り
や
た
か
し
」
組
織
内
候
補 

選
挙
闘
争
方
針（
案
）﹀を
含
む
４
件
、

す
べ
て
満
場
一
致
で
決
定
し
た
。

※
決
議
内
容
の
詳
細
は
「
か
べ
新
聞

第
11
号
」
参
照
（
分
会
掲
示
板
、

イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の
西
鉄
労
組
掲

示
板
に
掲
載
）

９
月
29
日
、
西
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
に
お
い
て
「
第
1
5
8
回
定
期

組
合
員
大
会
」
を
開
催
し
、
代
議

員
・
中
央
委
員
・
特
別
中
央
委
員
・

執
行
部
ほ
か
約
1
6
2
名
が
出
席
。

真
摯
で
活
発
な
議
論
を
お
こ
な
い
、

「
２
０
２
３
年
度
運
動
方
針
」
を
決

定
し
た
。

今
年
の
定
期
大
会
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
が
２

類
か
ら
５
類
に
変
更
さ
れ
、
４
年
ぶ

り
の
通
常
開
催
と
な
っ
た
。
冒
頭
の

挨
拶
で
古
賀
執
行
委
員
長
は
、「
よ

う
や
く
コ
ロ
ナ
禍
前
の
状
況
に
戻
り

つ
つ
あ
る
。
そ
の
間
、
３
年
以
上
に

わ
た
り
感
染
リ
ス
ク
を
抱
え
な
が
ら

も
安
全
・
安
心
を
確
保
し
職
務
を

ま
っ
と
う
し
て
い
た
だ
い
た
す
べ
て

の
組
合
員
、
そ
れ
を
支
え
る
ご
家
族

の
皆
さ
ま
に
感
謝
と
敬
意
を
表
し
た

い
」
と
謝
意
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

「
未
来
を
切
り
拓
く
強
固
な
組
織
の

構
築
を
め
ざ
す
」と
抱
負
を
述
べ
た
。

ま
た
、
午
後
に
は
「
辻
元
清
美
」、

「
も
り
や
た
か
し
」
両
参
議
院
議
員

が
駆
け
つ
け
、
力
強
い
連
帯
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
。

大
会
は
、
古
賀
執
行
委
員
長
発
声

に
よ
る
「
団
結
が
ん
ば
ろ
う
」
で
幕

を
閉
じ
、
２
０
２
３
年
度
の
運
動
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

※
大
会
の
詳
細
は
、
10
月
下
旬
発
行

予
定
の
「
定
期
大
会
特
集
号
」
で

お
伝
え
し
ま
す
。

私
鉄
九
州
地
連
は
「
第
79
回

定
期
大
会
」を
開
催
し
、１
８
６

名
が
出
席
。
報
告
事
項
（
１
．

主
要
闘
争
報
告
、２
．一
般
会
務

報
告
）、承
認
事
項（
2
0
2
2

年
度
決
算
な
ら
び
に
会
計
監

査
報
告
）、ま
た
審
議
事
項
の

「
2
0
2
3
年
度
運
動
方
針

（
案
）の
決
定
に
関
す
る
件
」、「
第

27
回
参
議
院
議
員
比
例
代
表
選

挙
『
も
り
や
た
か
し
』
組
織
内

候
補
選
挙
闘
争
方
針（
案
）の
決

定
に
関
す
る
件
」
な
ど
す
べ
て
の

議
案
を
満
場
一
致
で
決
定
し
た
。

１
日
目
は
、
九
州
地
連
古
賀

執
行
委
員
長
な
ら
び
に
来
賓
の

方
々
の
挨
拶
、
午
後
か
ら
議
事

に
入
り
審
議
事
項
の
提
案
で
終

了
。
２
日
目
は
、
組
織
内
議
員

「
も
り
や
た
か
し
」
参
議
院
議

員
が
駆
け
つ
け
、「
九
州
に
来

る
と
い
つ
も
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ

て
い
る
。
本
当
に
こ
れ
が
力
に

な
る
」
と
述
べ
、「
秘
書
が
同

行
し
て
い
る
の
は
、
一
歩
乗
り

越
え
た
政
策
が
で
き
る
か
ら
で

あ
る
」
と
強
く
訴
え
た
。
大
き

な
拍
手
で
見
送
っ
た
後
、
前
日

か
ら
の
議
事
を
再
開
。
質
疑
応

答
で
は
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
、
最
後
は
古
賀
執
行
委
員
長

の
「
団
結
が
ん
ば
ろ
う
」
で
大

会
は
幕
を
閉
じ
た
。

２
０
２
３
年
度
地
連
三
役

◆
執
行
委
員
長

　
古
賀
孝
治（
西
日
本
鉄
道
）

◆
副
執
行
委
員
長

　
岡　
良
二（
私
鉄
鹿
児
島
交
通
）

◆
書
記
長

　
福
田
赳
文（
熊
本
電
気
鉄
道
）　

【
西
鉄
労
組
出
席
者
】
※
敬
称
略

古
賀
、本
間
、松
本
、渡
辺
、鞭

馬
、牧
野
、井
上
、徳
永
、野
田

〈
以
上
、執
行
部
９
名
〉

上
田（
片
江
）、脇
山
（
桧
原
）、

早
田（
博
多
）、花
田
（
金
武
）、

江
口（
吉
塚
）、中
山（
福
岡
高

速
）、高
橋（
壱
岐
）、有
森（
ア

イ
ラ
ン
ド
）、真
名
子（
早
良
）、

花
村（
柏
原
）、飯
塚
（
百
道

浜
）、熊
谷（
宇
美
）、藤
井（
土

井
）、原
田（
竹
下
）、古
賀（
柳

川
乗
務
）、田
中（
Ｓ
Ｓ
）、大

津
留（
線
路
技
術
）、橋
本（
貝

塚
）、甲
斐（
筑
紫
工
場
）、上
津

原（
エ
ン
ジ
ニ
ア
）、力
丸（
本
社

事
務
）、山
中（
本
社
事
業
）、春

口（
都
市
開
発
）、増
田（
宇
美
）

〈
以
上
、代
議
員
24
名
〉

地
連
大
会
に
参
加
し
て

４年ぶりの通常開催、
意義ある大会に

壱岐分会
高橋 剛

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
も
５
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
、

今
年
の
定
期
大
会
は
、
熊
本
県

阿
蘇
市
に
お
い
て
九
州
各
地
の

私
鉄
の
仲
間
21
組
合
が
参
加
し

４
年
ぶ
り
に
通
常
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
に
よ
る
世

界
情
勢
の
変
化
や
、
度
重
な
る

異
常
気
象
に
よ
る
自
然
災
害
、

そ
し
て
経
済
情
勢
の
変
化
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

確
認
さ
れ
約
３
年
半
が
経
過

し
、
収
束
に
向
け
明
る
い
兆
し

が
見
え
て
き
ま
し
た
が
、
自
粛

ム
ー
ド
の
長
期
化
し
た
期
間
が

私
た
ち
の
職
場
環
境
に
甚
大
な

影
響
を
及
ぼ
し
、
慢
性
的
な
要

員
不
足
と
離
職
者
の
増
加
な
ど
、

多
く
の
問
題
が
山
積
。
そ
う
し

た
現
状
を
踏
ま
え
、
輸
送
の
使

命
を
懸
命
に
果
た
し
続
け
る
組

合
員
と
家
族
の
生
活
を
守
る
た

め
の
運
動
方
針
決
定
が
あ
り
、

活
発
な
質
疑
応
答
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
私
鉄
総
連

組
織
内
候
補
の
「
も
り
や
た
か

し
」
参
議
院
議
員
も
駆
け
つ
け
、

交
通
政
策
を
守
る
決
意
と
国
政

の
場
で
私
鉄
組
合
員
の
代
表
と

し
て
活
動
す
る
こ
と
を
表
明
し
、

第
27
回
参
議
院
議
員
比
例
代
表

選
挙
に
お
け
る
組
織
内
候
補
選

挙
闘
争
方
針
を
確
認
。
ス
ロ
ー

ガ
ン
「
全
国
の
仲
間
の
「
絆
」
を

集
結
し
未
来
へ
繋
ぐ
私
鉄
産
別

運
動
～
交
通
政
策
要
求
実
現
、

政
治
力
強
化
～
」、
大
会
宣
言

を
満
場
一
致
で
承
認
し
ま
し
た
。

身近な声を吸い
上げ、発信したい

本社事業分会
山中 瞳美

今
回
、
代
議
員
と
し
て
初
め

て
定
期
大
会
に
出
席
し
ま
し
た
。

九
州
各
地
か
ら
、
私
鉄
組
合
員

が
結
集
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
な
か

で
、
私
た
ち
の
産
業
で
あ
る
「
地

域
に
根
差
し
た
公
共
交
通
」
の

置
か
れ
た
厳
し
い
現
状
と
今
後

改
善
す
べ
き
課
題
を
再
認
識
す

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
交
通

政
策
の
要
は
、
最
前
線
で
働
く

方
々
の
労
働
力
で
あ
る
こ
と
、
現

場
の
リ
ア
ル
な
声
に
耳
を
傾
け
、

い
か
に
働
き
や
す
い
環
境
を
整

え
る
か
が
重
要
で
あ
る
と
実
感

し
ま
し
た
。
今
後
も
九
州
地
連

の
全
組
織
が
一
致
団
結
し
て
、
さ

ら
な
る
労
働
環
境
の
改
善
を
実

現
で
き
る
よ
う
、
私
自
身
も
ま

ず
は
身
近
な
職
場
の
声
を
吸
い

上
げ
、
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
。

４年ぶりの通常開催
運動前進の意識を共有

貝塚分会
橋本 大悟

第
79
回
九
州
地
連
定
期
大
会

が
熊
本
県
の
阿
蘇
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
４

年
ぶ
り
の
通
常
開
催
と
い
う
こ

と
で
１
５
０
名
を
超
え
る
人
が

集
ま
り
ま
し
た
。
運
動
方
針
の

中
で
、
多
く
の
質
問
や
意
見
が

出
ま
し
た
が
、
す
べ
て
の
審
議

事
項
が
満
場
一
致
で
承
認
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
顔
を
合
わ
せ
て

議
論
を
深
め
て
い
く
こ
と
で
、

全
体
で
運
動
を
進
め
て
い
く
意

識
が
共
有
で
き
ま
し
た
。
公
共

交
通
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然

と
し
て
厳
し
く
、
コ
ロ
ナ
禍
前

の
輸
送
量
に
戻
ら
ず
約
２
割
減

の
ま
ま
と
い
う
現
状
で
す
。
ま

た
慢
性
的
な
要
員
不
足
は
、
離

職
者
の
増
加
と
相
ま
っ
て
深
刻

な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ど

の
労
組
で
も
同
じ
問
題
を
抱
え

て
い
て
、
す
ぐ
に
解
決
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

大
会
を
通
じ
て
、
改
め
て
連
携

を
深
め
根
気
強
く
運
動
を
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
ま
し
た
。

第第
1111
回回  

中
央
委
員
会

中
央
委
員
会

■
開
催
日
：

■
開
催
日
：
99
月月
1111
日（
月
）　

日（
月
）　　
■
場　
所
：
組
合
本
部

■
場　
所
：
組
合
本
部

第第
1
5
8

1
5
8
回回  

定
期
組
合
員
大
会

定
期
組
合
員
大
会

■
開
催
日
：

■
開
催
日
：
99
月月
2929
日（
金
）

日（
金
）　　
■
場　
所
：
西
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル（
福
岡
市
）

■
場　
所
：
西
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル（
福
岡
市
）

九州地連 第79回 定期大会　九州地連 第79回 定期大会　　■開催日：８月29日（火）・30日（水）■開催日：８月29日（火）・30日（水）　　■場　所：熊本県阿蘇プラザホテル■場　所：熊本県阿蘇プラザホテル

４
年
ぶ
り
と
な
る
通
常
開
催

４
年
ぶ
り
と
な
る
通
常
開
催

２
０
２
３
年
度
運
動
方
針
を
決
定

２
０
２
３
年
度
運
動
方
針
を
決
定

「
も
り
や
た
か
し
」
参
議
も
駆
け
つ
け
、
２
０
２
３
年
運
動
方
針
を
決
定

「
も
り
や
た
か
し
」
参
議
も
駆
け
つ
け
、
２
０
２
３
年
運
動
方
針
を
決
定

参
院
選

参
院
選「「
も
り
や
た
か
し

も
り
や
た
か
し
」」

組
織
内
候
補

組
織
内
候
補  

選
挙
闘
争

選
挙
闘
争

方
針
方
針（（
案案
））
な
ど
決
定

な
ど
決
定

第27回参議院議員比例代表選挙
「もりやたかし」組織内候補 選挙闘争
方針（案）を提議する野田政治部長

古賀執行委員長の挨拶古賀執行委員長の挨拶「もりやたかし」参議院議員の挨拶「もりやたかし」参議院議員の挨拶

辻元清美参議院議員辻元清美参議院議員もりやたかし参議院議員もりやたかし参議院議員

大会風景大会風景

大会出席者による「団結がんばろう！」大会出席者による「団結がんばろう！」



連合福岡ユースター委員会連合福岡ユースター委員会

戦争の悲惨さ、平和の重要性を学ぶ戦争の悲惨さ、平和の重要性を学ぶ

政
策
部
は
、
９
月
12
日
、
福
岡
市

議
会
棟
で
、
福
岡
市
議
会
議
員
（
福

岡
市
民
ク
ラ
ブ
）
と
政
策
・
制
度
要

求
に
関
す
る
意
見
交
換
会
を
開
催

し
、
執
行
部
お
よ
び
政
策
委
員
、
計

28
名
が
出
席
。
各
部
門
の
政
策
委

員
長
が
、
４
月
の
統
一
地
方
選
挙

で
政
策
協
定
を
締
結
し
た
市
議
に
、

「
２
０
２
３
西
鉄
労
組
政
策
・
制
度

要
求
」
を
説
明
し
、
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

ま
た
、
そ
の
後
は
Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
走
行

環
境
、
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
タ
ッ
チ
、
無
電
柱

化
の
推
進
、
期
日
前
投
票
所
の
設
置

な
ど
、
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
お
こ
な
っ
た
。

�

【
政
策
部
】

【
出
席
市
議
】　
※
敬
称
略

落
石
俊
則（
東
区
）、近
藤
里
美（
南

区
）、
田
中
崇
史
（
西
区
）、
井
上

麻
衣（
城
南
区
）、築
地
原
陽
子（
東

区
）、
小
竹
里
香
（
南
区
）、
前
野

真
実
子
（
早
良
区
）

こ
く
み
ん
共
済

こ
く
み
ん
共
済

オ
ル
グ
開
催

オ
ル
グ
開
催

線
路
技
術
分
会

こ
の
度
、
組
合
員
さ
ん
へ
の
フ
ォ

ロ
ー
や
、
新
規
の
商
品
案
内
な
ど

を
通
じ
て
、
こ
く
み
ん
共
済
を
積

極
的
に
活
用
す
る
き
っ
か
け
に
し

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
、
オ
ル
グ

を
開
催
し
ま
し
た
。
オ
ル
グ
で

は
、
こ
く
み
ん
共
済
c
o
o
p

筑
後
支
所
の
貴
島
さ
ん
よ
り
セ
ッ

ト
共
済
の
更
新
や
マ
イ
カ
ー
共
済

な
ど
の
商
品
説
明
や
、
こ
く
み

ん
L
i
f
e
サ
ポ
ー
ト
の
ア
プ

リ
の
使
い
方
な
ど
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
今
後
も
、
組
合
員
さ
ん

が
気
軽
に
相
談
で
き
る
機
会
を
つ

く
っ
て
い
く
な
ど
、
こ
く
み
ん
共

済
の
推
進
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い

き
ま
す
。

�

【
教
宣
部
長　
高
島
諒
太
】
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若
手
組
合
員
と
の

若
手
組
合
員
と
の

勉
強
会
を
実
施

勉
強
会
を
実
施

電
気
分
会

電
気
分
会
で
は
、
若
手
組
合
員

を
対
象
に
組
合
活
動
の
意
義
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
新

入
組
合
員
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
用
い

て
勉
強
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
若

手
組
合
員
か
ら
は
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
用
い
な
が
ら
の
説
明
は
内

容
が
分
か
り
や
す
い
と
い
う
意
見

や
、
今
後
の
組
合
活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
な
ど
の

熱
い
思
い
が
出
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
２
０
２
３
年
度
運
動
方
針
の

説
明
や
、
秋
闘
、
医
療
共
済
制
度

な
ど
の
説
明
も
お
こ
な
い
、
医
療

共
済
に
つ
い
て
は
、
ふ
だ
ん
病
院

に
行
く
機
会
が
少
な
い
若
手
組
合

員
に
と
っ
て
申
請
を
忘
れ
が
ち
に

な
り
や
す
い
の
で
、
確
実
に
申
請

す
る
よ
う
に
周
知
し
ま
し
た
。
通

常
の
業
務
が
多
忙
の
中
で
す
が
、

定
期
的
に
勉
強
会
を
開
催
し
、
組

合
活
動
の
意
義
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

【
教
宣
部
長　
今
村
直
人
】
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ヤ
ン
グ
カ
ー
ニ
バ
ル

ヤ
ン
グ
カ
ー
ニ
バ
ル
inin

沖
縄
に
て
平
和
を
学
ぶ

沖
縄
に
て
平
和
を
学
ぶ

筑
紫
工
場
分
会

筑
紫
工
場
分
会
、
若
手
組
合

員
の
濵
田
拓
生
君
が
、
９
月
９
日

～
11
日
に
開
催
さ
れ
た
「
ヤ
ン

グ
カ
ー
ニ
バ
ル
i
n
沖
縄
」
に

参
加
し
、
帰
っ
て
き
て
報
告
会
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。
報
告
を
受
け

て
、
戦
争
に
つ
い
て
活
発
な
議
論

を
交
わ
し
ま
し
た
。
実
際
に
戦
争

が
あ
っ
た
場
所
や
戦
争
資
料
館
を

見
学
し
た
中
で
、
戦
時
中
の
米
兵

と
日
本
人
が
写
っ
て
い
る
写
真
を

見
て
、
自
分
た
ち
が
知
っ
て
い
る

戦
争
は
そ
の
一
部
で
し
か
な
い
の

で
は
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
沖

縄
の
町
に
広
大
な
米
軍
基
地
が
あ

り
、
戦
争
の
影
響
は
未
だ
に
続
い

て
い
る
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
戦

争
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、

戦
争
の
悲
惨
さ
、
命
の
尊
さ
を
後

世
に
語
り
続
け
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

�

【
教
宣
部
長　
鳴
戸
翔
一
】
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ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

開
催
開
催柳

川
乗
務
分
会

柳
川
乗
務
分
会
で
は
、
青
年
女

性
部
主
催
の
団
結
行
事
と
い
う
名

目
で
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
等
の
規
制
も

緩
和
さ
れ
、
数
年
ぶ
り
に
開
催
し

た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
90
名
近

く
の
多
く
の
組
合
員
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
と
て
も
楽
し
ん
で
も

ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
様
々

な
行
事
を
通
じ
て
さ
ら
に
職
場
の

み
ん
な
で
団
結
を
深
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

�

【
青
年
部
長　
田
島
啓
暉
】

連
合
福
岡
ユ
ー
ス
タ
ー
委
員
会
「
ヤ

ン
グ
カ
ー
ニ
バ
ル
in
沖
縄
２
０
２
３
」

が
お
こ
な
わ
れ
、
様
々
な
産
別
か
ら
約

80
名
が
集
結
し
、
西
鉄
労
組
か
ら
は
５

名
が
参
加
し
た
。

２
泊
３
日
の
行
程
の
中
で
沖
縄
の
戦

跡
や
平
和
資
料
館
の
見
学
を
お
こ
な

い
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
重
要
性

を
学
ん
だ
。

そ
の
後
、
各
班
で
「
平
和
に
つ
い
て

考
え
よ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
、「
平
和
な

世
界
へ
向
け
て
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
」

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
お
こ
な
っ
た
。

ま
た
、他
産
別
の
参
加
者
と
の
交
流

を
通
じ
て
、職
種
別
の
現
状
を
共
有
す
る

こ
と
が
で
き
実
り
あ
る
も
の
と
な
っ
た
。

�

【
青
女
協
事
務
局
長　
柴
田
浩
平
】

ヤ
ン
グ
カ
ー
ニ
バ
ル
in

沖
縄
に
参
加
し
て

沖
縄
各
所
を
め
ぐ
り
、

平
和
の
大
切
さ
学
ぶ

壱岐分会

沖 健太郎

私
は
、「
ヤ
ン
グ
カ
ー
ニ
バ
ル
in
沖
縄

２
０
２
３
」
に
班
長
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。
初
日
は
、「
対
馬
丸
記
念
館
」「
道

の
駅
か
で
な
」「
チ
ビ
チ
リ
ガ
マ
」
を
沖

縄
バ
ス
の
バ
ス
ガ
イ
ド
の
案
内
の
も
と
見

学
。２
日
目
は
連
合
沖
縄
の
方
が
合
流
し
、

「
嘉
数
高
台
公
園
」「
ア
ブ
チ
ラ
ガ
マ
」「
ひ

め
ゆ
り
の
塔
・
資
料
館
」「
で
い
ご
の
塔
」

「
平
和
の
礎
」
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
後
、
各
班
で
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
お
こ
な
い
、
平
和
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
最
終
日
は

「
首
里
城
」
を
見
学
し
、
班
別
行
動
で

交
流
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
２
泊
３
日

と
短
い
期
間
で
し
た
が
、
沖
縄
戦
跡
や

米
軍
基
地
な
ど
を
め
ぐ
り
、
平
和
の
大

切
さ
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
他
産
別
の
組

合
員
と
も
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
班
長
と
し
て
参
加
し

た
こ
と
で
、
自
分
自
身
の
成
長
に
繋
が
っ

た
と
思
い
ま
す
。
大
変
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

様
々
な
戦
争
跡
に
触
れ
、

感
慨
あ
ら
た
に

ステーションサービス分会

松田 洸毅

今
回
の
沖
縄
の
地
で
の
平
和
学
習
に

際
し
、
以
前
か
ら
戦
争
や
平
和
に
つ
い

て
勉
強
し
て
い
た
の
で
す
が
、
あ
ら
た

め
て
実
際
に
戦
争
が
お
こ
な
わ
れ
た
場

所
に
足
を
運
ぶ
と
感
慨
深
い
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。
現
地
で
は
、
様
々
な
産
別

か
ら
の
参
加
者
６
人
で
班
を
構
成
し
、

初
め
は
な
か
な
か
打
ち
解
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
２
泊
３
日
の

行
程
で
徐
々
に
団
結
力
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
福
岡
へ
戻
り
、
改
め

て
毎
日
平
凡
に
生
活
を
し
て
い
る
こ
と

の
あ
り
が
た
み
を
感
じ
て
い
ま
す
。
今

回
体
験
し
た
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ

か
ら
の
人
生
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
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組合本部10月スケジュール
◆ 10日（火）… 事務局会議
◆ 10日（火）… 医療共済幹事会
◆ 19日（木）… 執行委員会
◆ 23日（月）… ユニオンスクール
	 中央委員会
◆ 25日（水）… 医療共済幹事会
※急遽変更となる場合があります。

分
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

政
策
協
定
締
結
の

政
策
協
定
締
結
の

福
岡
市
議
に

福
岡
市
議
に

政
策
・
制
度
要
求
を
説
明

政
策
・
制
度
要
求
を
説
明

連合福岡ユースター委員会連合福岡ユースター委員会
「「ヤングカーニバルヤングカーニバル

   in in  沖縄 2023沖縄 2023」」
■開催日：９月９日（土）～ 11日（月）　　■場　所：沖縄県

戦争の悲惨さ、平和の重要性を学ぶ戦争の悲惨さ、平和の重要性を学ぶ

意見交換会風景意見交換会風景

首里城 守礼門前で首里城 守礼門前で

沖縄県平和祈念資料館前で沖縄県平和祈念資料館前で


